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西
北
初
の
東
北
大
会
出
場

中
里
中
吹
奏
楽
部
の
４
人　

役
場
で
腕
前
披
露

　

１
月
17
日
㈭
、
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
県
大
会
で
東
北
大
会
出
場
を
決
め
た
中
里
中
吹
奏

楽
部
の
４
人
と
外
﨑
校
長
、
顧
問
の
川
村
先
生
が
役

場
を
訪
れ
、
庁
舎
内
で
そ
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

八
戸
市
公
会
堂
で
１
月
12
日
㈯
に
行
わ
れ
た
コ
ン

テ
ス
ト
に
は
、
鈴
木
美
早
紀
さ
ん（
３
年
）、
工
藤
あ

　

町
内
で
歯
科
医
院
を
開
い
て

い
る
傳で
ん

法ぽ
う

谷や

八や

千ち

代よ

氏
が
、
長

年
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
㈮
に
パ
ル
ナ
ス
で

行
わ
れ
た
伝
達
式
で
は
、
同
氏

の
ほ
か
、
娘
の
潤
子
さ
ん
、
従

業
員
の
大
橋
理
奈
子
さ
ん
が
出

席
。
町
教
委
か
ら
も
藤
森
総
務

学
務
課
長
が
出
席
し
、
県
教
育

庁
の
相
坂
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
課

長
補
佐
が
勲
記

と
勲
章
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

傳
法
谷
氏
は
、

開
業
間
も
な
い

昭
和
33
年
か
ら

学
校
歯
科
医
を

務
め
る
ベ
テ
ラ

ン
で
、
現
在
に

至
る
ま
で
の
54

年
間
、
子
ど
も

た
ち
の
歯
の
健

康
を
守
っ
て
き

ま
し
た
。

　

同
氏
に
よ
る

と
、
当
時
は
旧

中
里
町
全
域
が

担
当
だ
っ
た
そ

う
で
、
現
在
ほ

い
り
さ
ん（
２
年
）、
山
本
一
希
さ
ん（
１
年
）、
敦
賀

楓
恋
さ
ん（
１
年
）の
4
人
が
、
フ
ル
ー
ト
四
重
奏
で

出
場
。
昨
年
に
引
き
続
き
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、

今
度
は
そ
の
金
賞
の
中
で
も
４
団
体
に
し
か
与
え
ら

れ
な
い
県
代
表
の
座
を
獲
得
し
ま
し
た
。
４
人
は
、

２
月
10
日
㈰
に
仙
台
市
で
行
わ
れ
る
東
北
大
会
に
出

場
し
ま
す
。
何
と
、
西
北
地
区
か
ら
学
生
で
東
北
大

会
に
出
場
す
る
の
は
、
初
と
な
る
快
挙
で
す
。

　

役
場
を
訪
れ
た
一
行
は
、
せ
っ
か
く
の
機
会
と
い

う
こ
と
で
、
庁
舎
内
の
職
員
を
前
に
し
て
東
北
大
会

出
場
の
腕
前
を
披
露
。
大
き
な
あ
た
た
か
い
拍
手
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
場
を
報
告
し
た
生

徒
た
ち
に
、
町
長
は
「
が
ん
ば
っ
た
結
果
が
、
後
輩

へ
の
伝
統
に
な
る
。
ぜ
ひ
全
国
大
会
ま
で
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
の
部
長
も
務
め
る
工
藤
さ
ん
は
「
２
年

連
続
の
金
賞
だ
が
、
１
年
生
２
人
の
が
ん
ば
り
が
今

回
の
出
場
に
つ
な
が
っ
た
。
県
代
表
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
演
奏
を
し
、
全
国
出
場
を
目
指
す
」
と
目

標
を
話
し
ま
し
た
。

　

外
﨑
校
長
は
「
朝
練
も
昨
年
以
上
に
練
習
し
て
い

た
の
が
、
今
回
の
出
場
に
つ
な
が
っ
た
」
と
喜
び
、

川
村
先
生
も
「
厳
し
い
練
習
に
よ
く
つ
い
て
き
て
く

れ
た
。
今
回
の
結
果
は
、
副
顧
問
の
三
戸
先
生
の
熱

心
な
指
導
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
に
尽

き
ま
す
」
と
関
係
者
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
交
通
網
が
発
達
し
て
い
な
い

中
を
、
学
校
ま
で
出
向
い
て
い

っ
た
苦
労
が
記
憶
に
あ
る
そ
う
。

今
回
の
受
章
を
「
受
章
で
き
る

と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

と
に
か
く
び
っ
く
り
。
子
ど
も

た
ち
相
手
な
の
で
、
学
校
に
行

く
の
が
今
で
も
楽
し
い
。
今
ま

で
同
様
、
今
後
も
学
校
歯
科
医

と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
た

い
」
と
受
章
の
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

学校歯科医54年の功績に勲章 傳法谷八千代氏に
瑞宝双光章伝達
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広 告

まちの話題 Topics

社会貢献活動を行っている中泊ライオンズクラブ（小山
内文明会長）の一行４人が、12月22日㈯町の特別養

護老人ホーム「静和園」を訪れ、町商品券を贈呈しました。
　この贈呈は、同クラブが毎年さまざまな奉仕活動を行っ
ている一環として行われているもので、クリスマスの時期
に入所者の役に立ててもらおうと贈呈。町の経済活性化の
ためにと、昨年から町商品券での寄贈を行っています。
　小山内会長は「寒い冬がやってくるが、どうかあたたか
いお正月を迎えてほしい」と贈呈の趣旨を話し、一方受け
取った小野園長は「入所者が健やかにお正月を迎えられる
よう、今回のお志を役立てたい」と感謝していました。

お正月の玄関を彩る門松を作る教室が、12月25日㈫中
央公民館で開かれ、親子での参加など約40人の受講

生が集まりました。
　ホールに並べられた門松の材料を手に、参加者は一から
門松を作り上げるこの教室。太い竹をわらで筒状にし、そ
の周りをきつく縛ったあと、杉、松、ゆずり葉などの葉を
飾ります。特に子どもの参加者は、工作をしているような
感覚らしく、大人顔負けの集中力で門松づくりを楽しんで
いました。
　作られた門松は、参加者がそれぞれ自宅に持ち帰って、
お正月の玄関先を飾ったようです。

クリスマスにあたたかい贈呈
ライオンズクラブが静和園に

正月準備はこれで万端
中央公民館で門松づくり教室
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〒038-2801 青森県つがる市木造丸山竹鼻118-5　ＴＥＬ 26-4177 ＦＡＸ 26-3688
URL http://www.kimurafarm.jp　 E-MAIL kmfarm@infoaomori.ne.jp

詳しい内容や疑問などいつでも連絡
下さい。〈飼料米担当・中村まで〉

飼料米買います！25年
度産

まちの話題Topics

へび年のスタートを祝う恒例の「新年を祝う集い」
が、１月４日㈮パルナスで行われ、町内から関

係者約130人が参加しました。
　集いでは、小野町長が「今年は新しいごみ処理場と
農産物加工販売施設がスタートする。町農産物の知名
度アップにつながれば」とあいさつ。その後、参加者
とともに乾杯し、へび年の始まりを祝いました。
　抽選会などで楽しんだ参加者は、新年のあいさつと
ともに抱負などを語り合っていました。

あすなろ友の会西北五支部が12月13日㈭、体育センターでグラウ
ンドゴルフ大会を開き、30人の会員が参加しました。

　会場では、ホールインワンがあるたびに大きな歓声が上がり、大会
を楽しんでいたよう。B組（初心者）の部で優勝した吉田ハナさんは「自
分ながらもびっくり」と、予期しなかった優勝を喜んでいました。
　なお、この大会はチャリティを目的に行われ、町社会福祉協議会に
善意が贈呈されました。
■�A組（経験者）　１位 伏見玲子（７打）／２位 古川愼造（15打）／３位　宮

越兼雄（15打）
■�B組（初心者）　１位　吉田ハナ（21打）／２位　加藤ツネ（21打）／３位　

中畑豊勝（22打）

年の始まりを、さわやかにかけ抜ける「元旦マラソン」
が１月１日㈷に行われ、集まった親子などのランナ

ー約70人が、へび年の到来を祝いました。
　毎年恒例のマラソンでは、主催者の下山体育協会会長や、
小野町長、成田県議が新年のあいさつを述べ、朝９時に町
長の号砲とともに一斉に駆け出しました。
　ランナーが走ったのは、体育センターから津軽中里駅ま
での往復約２㎞。ときおり吹雪く天候の中を元気に走り抜
け、約30分ほどで全員が完走しました。

新たな年の祝い一堂に
新年を祝う集い開催

ホールインワンに大盛り上がり
体育センターでグラウンドゴルフ大会

町中を “走り初め”
元旦マラソンで１年のスタート
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☆平成25年２月18日
～ ４月４日

水・日／休校日

まちの話題 Topics

入所者と家族が一緒に集まって行われる静和園のクリ
スマス会が、12月19日㈬に行われ、同園の入所者65

人と家族47人が楽しみました。
　クリスマス会では、賛美歌の斉唱や乾杯でクリスマスを
祝ったあと、サンタに扮した家族会会長などが入所者と家
族にクリスマスプレゼント。もらった入所者たちは、一様
に笑顔を見せていました。
　そのほか、間違い探しやろうそくを消すゲームなどに参
加した入所者は、改めて家族の絆を再確認したようでした。

門松やしめ縄飾り、破魔矢などの縁起物を焼き、無病
息災を祈る行事「どんと焼き」が、１月12日㈯パル

ナスで行われ、約200人が特設会場を訪れました。
　祭事では、弘法寺の三浦副住職が祭司を務め、参加者と
ともに祈願。火が入れられると、瞬く間に大きな炎が立ち
上がり、それぞれ思いを込めて手を合わせていました。
　巻き上がった炎の煙を。体に受けることがよいとされる
どんと焼き。参加者は、煙を体に招き、縁起を担いでいま
した。

県すこやか福祉事業団主催の「青森シニアカ
レッジ」事業で、11月27日㈫鈴木喜代さん

がレクダンスの講師を務めました。
　このカレッジは、高齢者の健康・生きがいづく
り、仲間づくりなどのために昨年10月から始まり、
県内各地から130人の受講生が学んでいます。鈴
木さんは、この日のカリキュラムであるレクダン
スを分かりやすく指導。手ほどきに合わせて受講
生が踊っていました。
　受講者は「楽しく汗を流せてよい運動になった」
と楽しいひとときを過ごしたようでした。

家族と一緒にメリークリスマス
静和園でクリスマス会

無病息災祈り縁起物焼く
パルナスで「どんと焼き」

レクダンスの楽しさ伝える
健康ダンス「べえ子ちゃん」の鈴木さん


